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社文研 プロ ジ ェ ク ト報告集｢新 しい 地域文化 の形 成+にあた っ て
大学院社会文化科学研究科長 嶋津 格
本プロ ジ ェ ク ト及びそ の 成果で ある この 報告集は, 本研究科所属の 助手が 主体 とな っ て
い る｡ 社文研助手は ､ 研究助手 とい う地位で大学院の 業務以外 に自らの 研究テ ー マ にそ っ
て研究成果 を公表す る こ ととなっ て い る｡
本プロ ジ ェ ク トに参加され た助手諸君は ､ 専門分野や フ ィ - ル ドと して い る国 こそ 異な
るが ､ い ずれ も何 らか の 形で｢地域+に関わ っ た研究を行 っ て い る｡ こ うした背景 と､ 今 ､
千葉大学は｢地域に開かれた大学+を目指 して い て ､ こ の プ ロ ジ ェ ク ト以外に本大学院で は
社会化作 業部会主体 によ る｢地域+に関す る シ ンポジ ウムや フ ォ ー ラムが試み られて い る
が, かか る状況か らも ､ 助手主体とな っ た ｢地域+ に関するプロ ジ ェ クトを発足させ ､ 成
果 を何 らかの 形で残 して はどうか , と思い ､ こ の プロ ジ ェ クトは立ち上 げられたo
こ の プロ ジ ェ ク トは助手主体で あるために , 研究期 間を 1年間に定めた ｡ これは通例の
プロ ジ ェ ク トか ら見れ ば極めて 短期 間で あるo こ の短 い 期間に以下の 成果 をあげられ たこ
とは喜ば しい 限りで ､ 今後 , さらなる発展が期待される｡
また､ 神戸大学の 大学 院博士 課程で現在 ､ 学位請求論文の 作成準備中にも関わ らず, 本
プロ ジ ェ ク トの主旨に賛同し ､ 多忙の 折り にも関わらず千葉まで お越 し頂 い た尾立要子さ
んにも謝辞を述 べ たい ｡ 今後 の研究の 発展 を祈 るばかりである｡
さて ､ 巻頭言 と して は､ い ささか短 い気もするが ､
記 して 締めく く り としたい ｡
本年度の 活動につ いて概要を以下 に
以上｡
第 1回研究会 2 001年 5月 22日
発表者: 長谷川秀樹 ( 本研究科助手)
テ ー マ: ｢コ ル シカ島の伝統音楽とそ の 再生+
場所:千葉大学大学院総合研究棟 4階共同研究室 2
参加者: 石原英樹 (本研究科助手), 渋谷望 (文学部)､ 仲松優子 (本研究科院生)
第2 回研究会 20 01年 9月 6 日 (日本島峡学会年次大会 との共催)
発表者:久保 勇 (本研究科助手)
チ - マ:｢中世日本文学と島 - 伝東と文学+
場所:明治大学駿河台校舎リバ テ ィ タワ ー 地下 1階
参加者:長谷川秀樹､ 尾立要子 ( 神戸大学大学院法学研究科博士課程) 以外に 日本島快
挙全開係者が多数参加
第 3 回研究会 201 年11月 25 日
発表者:石原英樹 (本研究科助手)
チ - マ:｢ア ンケ ー ト調査から見 る女性の視,Er 小国町女性1830人の 声か ら - +
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場所:千葉大学大学院総合研究棟 2 階グラデ ュ エイ ト ラ ウンジ
参加者:長谷川秀樹 ､ 渋谷望
策4 回研 究会 2 001年 12月 25日
発表者:尾立要子
テ ー マ:｢エ メ ･ セ ゼ - ルの 文化論 - エ ス ニ シテ ィ とアイデンティ テ ィ+
場所:第3回 に同 じ
参加者:長谷川秀樹､ 渋谷望 ､ 久保勇 ､ 石原英樹
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